
「広報のと」2 月号の印刷費は一部当たり 24 円です。

能の

と登
日
和

英イギ
リ
ス国
日
和

能登町を古里として
英国で活躍する抒情書家

「
飛
行
機
」

飛
行
機
に
乗
る
た
び
、
私
は
自
分
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
日
本
へ
帰
る
飛
行
機
の
中 

―
。

日
本
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
戻
る
飛
行
機
の
中 

―
。

私
に
と
っ
て
空
の
旅
は
、

「
日
本
モ
ー
ド
」
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
り
、

「
イ
ギ
リ
ス
モ
ー
ド
」
に
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
か
わ
る

大
事
な
時
間
で
す
。

こ
の
15
年
間
、
何
度
も
飛
行
機
に
乗
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ま
だ
な
ぜ
、
あ
の
大
き
な
鉄
の
か
た
ま
り
が
空
を

飛
べ
る
の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

細
か
い
こ
と
を
考
え
出
し
た
ら「
事
故
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

と
不
安
に
な
る
の
で
、
飛
行
機
に
乗
っ
た
ら

「
あ
と
は
神
様
の
決
め
る
こ
と
」
と
お
ま
か
せ
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

次
回
私
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
飛
行
機
に
乗
る
時
、

私
は
今
ま
で
で
一
番
大
き
な
成
長
を
す
る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
3
月
中
旬
か
ら
一
年
間
、
日
本
に
帰
っ
て
来
よ

う
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
能
登
」
と
い
う
古
里
が
私
に
で
き
ま
し
た
。

「
帰
る
場
所
」
が
で
き
ま
し
た
。

8
年
間
住
ん
だ
ロ
ン
ド
ン
の
家
の
荷
物
を
「
送
る
先
」
が
で

き
ま
し
た
。

内
浦
長
尾
の
ア
ト
リ
エ
・
桃と

う

花か

林り
ん

で

毎
朝
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

室谷文音（むろや・あやね）

昭和 55 年大阪府生まれ。13 歳
で渡英し、名門セントラル・セ
イント・マーティン美術大学を
卒業。平成 18 年に両親と共に
京都府美山町から能登町に移住
する。内浦長尾にアトリエ「桃
花林」を構える。21 年 5 月か
ら能登町ふるさと大使。 『舞』

室谷文音がつづる
フォトエッセイ。

1
月
7
日
午
前
0
時
、
弥
栄
太
鼓
の
初
打
ち
奉
納

が
行
わ
れ
、
保
存
会
員
が
神
恩
感
謝
、
諸
願

達
成
の
願
い
を
込
め
て
太
鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
ま
し
た
。（
12
㌻
に
関
連
）

　  

　     

広
報
の
と
　
第
60
号
平
成
22
年
2
月
1
日
発
行

■
発
行
：
能
登
町　

■
編
集
：
広
報
情
報
推
進
課

〒
９
２
７

－

０
４
９
２

石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
字
宇
出
津
新
1
字
１
９
７
番
地
１

☎
：
０
７
６
８

－
62

－

１
０
０
０
㈹

能
登
町U

RL

：http://w
w

w
.tow

n.noto.ishikaw
a.jp

Ｅ

－

メ
ー
ル 

： info@
tow

n.noto.lg.jp

広報のと
№ 60
2010.1


